
（週二回月・木曜日発行）２０２０年（令和２年）５月２５日（月曜日）第５４１５号 （１０）第３種郵便物認可

２０２０年（令和２年）５月２５日（月曜日）

　

石
川
県
の
輪
島
市
上
下
水

道
局
は
、
今
年
度
か
ら
北
陸

電
力
送
配
電
の
電
力
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
通
信
網
を
活
用

し
て
、
モ
デ
ル
事
業
対
象
地

区
に
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
先
行
導
入
す
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
活
用
推
進
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
す
る
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
導
入
に
よ
り
災
害
時
に

お
け
る
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
や
断
水
の
未
然
防
止
に
つ

な
げ
て
い
く
ほ
か
、
遠
隔
検

針
に
よ
り
労
務
コ
ス
ト
の
縮

減
や
業
務
効
率
化
を
図
っ
て

い
く
考
え
だ
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ

ｂ
検
針
票
の
導
入
、
使
用
水

量
や
水
道
料
金
の
見
え
る
化

サ
ー
ビ
ス
、
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

事
業
で
は
、
３
つ
の
モ
デ

ル
地
区
に
計
６
０
４
件
の

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導

入
。
今
年
度
は
郊
外
域
の
深

見
・
白
米
地
区
の
４
０
４
件

に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
年
内
を
め
ど
に
本
格

運
用
を
開
始
し
て
遠
隔
検
針

と
人
手
に
よ
る
検
針
を
実
施

し
、検
証
を
行
う
。令
和
３
年

度
は
市
街
域
の
輪
島
地
区
、

４
年
度
は
市
街
域
の
門
前
地

区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
件
に

設
置
す
る
。
メ
ー
タ
ー
の
検

針
頻
度
は
１
日
１
回
行
う
と

し
て
い
る
。
北
陸
電
力
送
配

電
の
電
力
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
通
信
網
を
活
用
し
て
水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導

入
し
て
本
格
運
用
す
る
の
は

同
局
が
初
め
て
と
な
る
。

　

同
事
業
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

に
よ
る
事
業
の
効
率
化
や
付

加
価
値
の
高
い
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
を
指
向
す
る
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
厚
労
省
の
生

活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付

金
に
よ
る
事
業
に
採
択
さ

れ
、メ
ー
タ
ー
や
通
信
端
末
、

サ
ー
バ
設
置
に
か
か
る
費
用

を
対
象
に
財
政
支
援
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

仕
組
み
は
、
水
道
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
に
取
り
付
け
た

無
線
通
信
端
末
に
よ
り
使
用

量
な
ど
の
情
報
を
電
力
メ
ー

タ
ー
に
送
信
し
、
電
力
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
用
通
信
シ

ス
テ
ム
を
介
し
て
シ
ス
テ
ム

サ
ー
バ
に
送
ら
れ
る
。
こ
こ

で
、
デ
ー
タ
変
換
処
理
を
行

い
、
検
針
値
な
ど
の
デ
ー
タ

が
同
局
に
提
供
さ
れ
る
。
電

力
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
通
信

網
を
利
用
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
水
道
と

電
気
の
共
同
検
針
に
よ
り
、

単
独
導
入
よ
り
も
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
低
減
で
き
る
点
、
シ

ス
テ
ム
の
通
信
品
質
が
安
定

し
て
お
り
、
広
域
的
に
遠
隔

検
針
が
可
能
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
電
力
メ
ー

タ
ー
の
交
換
周
期
は
10
年
間

と
長
期
で
、
同
じ
通
信
方
式

を
長
期
間
利
用
で
き
る
と
い

う
利
点
が
あ
る
。

　

同
局
が
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
導
入
し
た
の
は
、
平

成
30
年
１
月
の
寒
波
で
宅
内

給
水
管
が
凍
結
な
ど
に
よ
り

　

静
岡
県
大
井
川
広
域
水
道

企
業
団
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
採
用
の
職
員
募
集
を
行

う
。
職
種
は
土
木
で
、
若
干

名
。
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
同
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
大
学
（
短
期
大
学
除

く
）
で
土
木
に
関
す
る
専
門

課
程
修
了
又
は
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
修
了
見
込
み

の
人
が
対
象
。
申
し
込
み
期

間
は
６
月
１
～
30
日
。
７
月

19
日
に
１
次
試
験
を
行
う
。

詳
細
は
同
企
業
団
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
の「
職
員
募
集
案
内
」で
。

高
齢
化
に
よ
り
、
将
来
的
に

検
針
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

導
入
に
よ
る
遠
隔
検
針
に
よ

り
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な

検
針
業
務
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
蓄
積
し

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
将
来
的
な
面
的
流
量
把
握

に
よ
る
運
用
の
高
度
化
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
今
回
の

先
行
導
入
で
効
果
な
ど
を
検

証
し
て
、
対
象
地
区
の
拡
大

を
検
討
し
て
い
く
」
と
コ
メ

ン
ト
す
る
。

　

福
島
市

水
道
局
は

さ

き

ご

ろ
、
同
局

の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水

「
ふ
く
し

ま
の
水
」

が
、
消
費

生
活
製
品

を
対
象
と

し
た
品
質

の
国
際
評

価

コ

ン

ク
ー
ル
で
あ
る
モ
ン
ド
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
「
水
及
び
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
部
門
」
で
最
高

金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
公

表
し
た
。
最
高
金
賞
受
賞
は

４
年
連
続
で
、
金
賞
以
上
の

受
賞
は
６
年
連
続
と
な
り
、

３
年
連
続
で
金
賞
ま
た
は
最

高
金
賞
を
受
賞
し
た
製
品
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ク
オ
リ

テ
ィ
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
受
賞

も
２
回
目
と
な
っ
た
。

　

記
者
会
見
で
木
幡
浩
・
市

長
は
「
４
年
連
続
の
最
高
金

賞
受
賞
に
よ
り
、
福
島
市
の

水
道
水
が
最
高
品
質
で
あ
る

こ
と
が
継
続
し
て
認
め
ら
れ

た
。
引
き
続
き
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

「
ふ
く
し
ま
の
水
」
は
、

水
道
水
の
水
源
が
阿
武
隈
川

か
ら
摺
上
川
ダ
ム
へ
変
わ
り

水
道
水
が
お
い
し
く
な
っ
た

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
平

成
18
年
度
に
製
造
を
開
始
。

同
ダ
ム
を
水
源
に
福
島
地
方

水
道
用
水
供
給
企

業
団
の
す
り
か
み

浄
水
場
で
浄
水
処

理
し
た
水
道
水
を

ボ
ト
リ
ン
グ
し
た

も
の
で
、
市
の
水

道
水
の
安
全
性
と

お
い
し
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
原
発

事
故
に
伴
う
風
評

払
拭
に
つ
な
げ
る

た
め
、
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の

出
品
を
続
け
て
い
る
。

　

市
内
を
は
じ
め
県
内
外
の

81
店
舗
で
販
売
し
て
い
る
ほ

か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
注

文
を
受
け
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
」
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ク
ラ

ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
締
結

し
、
試
合
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
飲
用
す
る
水
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。
昨
年
度
は
12
万

本
以
上
の
販
売
な
ど
の
実
績

が
あ
る
。

漏
水
し
大
規
模
断
水
し
た
の

を
教
訓
に
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
が
検
知
し
た
情
報
を
漏

水
箇
所
の
発
見
や
断
水
の
未

然
防
止
に
役
立
て
、
災
害
に

強
い
水
道
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
の
が
目
的
。
同
市
で

は
、
地
域
的
な
課
題
と
し
て

長
期
不
在
の
開
栓
中
の
空
き

家
が
増
加
し
、
冬
季
の
漏
水

箇
所
の
特
定
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

今
年
度
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
導
入
す
る
深
見
・
白

米
地
区
は
、
住
居
が
点
在
す

る
地
区
で
、
冬
季
に
は
積
雪

が
多
く
、
雪
か
き
で
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
雪
が

積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
の
設

置
位
置
が
わ
か
り
に
く
い
と

こ
ろ
も
あ
る
と
い
い
、
遠
隔

検
針
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

が
期
待
で
き
る
と
い
う
。
ま

た
、
同
地
区
に
あ
る
公
営
住

宅
な
ど
で
は
、「
見
え
る
化
」

や
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
な

ど
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
活
用
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
。

　

同
局
の
担
当
者
は
「
検
針

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
が
、
少
子

　

高
知
県
健
康
政
策
部
食

品
・
衛
生
課
は
11
日
、
今
年

３
月
に
策
定
し
た
「
高
知
県

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
２

～
11
年
度
）
を
支
援
す
る
推

進
協
定
を
、
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
四
国
営
業
部
と
締
結
し

た
。
同
課
は
民
間
の
知
恵
や

工
夫
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活

用
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
進
め
る
と
し

て
い
る
。
同
社
は
今
後
、
県

内
水
道
の
情
報
収
集
を
図
る

と
と
も
に
、
高
知
県
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
（
７
月

頃
開
催
予
定
）
や
、
高
知
県

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
部
会

（
秋
頃
開
催
予
定
）
へ
の
参

加
な
ど
で
同
課
と
連
携
し
て

い
く
。

　

同
課
は
職
員
の
技
術
的
な

専
門
知
識
お
よ
び
実
行
力
の

不
足
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
年

４
月
に
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の
支

援
内
容
・
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
企
画
提
案
を
公
募
。
契

約
金
額
は
無
償
、
契
約
期
間

は
来
年
３
月
31
日
ま
で
で
、

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
協
定
先

候
補
者
と
し
て
選
定
し
た
。

　

「
高
知
県
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
基
本
理
念
は
「
未
来

へ
つ
な
ぐ
、
自
然
の
恵
み
豊

か
な
高
知
の
水
道
」
で
、
高

知
市
圏
域
と
県
内
33
市
町
村

の
５
圏
域
を
設
定
し
、安
全
・

強
靭
・
持
続
の
観
点
か
ら
、

県
と
市
町
の
取
り
組
み
な
ど

を
明
示
。
県
は
市
町
の
耐
震

化
計
画
の
策
定
支
援
や
被
害

想
定
基
礎
情
報
の
提
供
、
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
立
入
検

査
に
よ
る
進
捗
確
認
な
ど
を

行
う
。

　

全
国
水
道
企
業
団
協
議
会

北
海
道
地
区
協
議
会
は
、
令

和
２
年
度
総
会
を
書
面
審
議

に
よ
り
行
っ
た
。
１
題
の
会

員
提
出
問
題
や
令
和
２
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
令

和
元
年
度
収
支
決
算
な
ど
を

４
月
30
日
ま
で
に
全
会
員
が

承
認
し
た
。

　

会
員
提
出
問
題
は
石
狩
東

部
広
域
水
道
企
業
団
が
提
案

し
た
「
水
道
施
設
の
再
構
築

事
業
等
に
対
す
る
財
政
支
援

の
拡
充
に
つ
い
て
」。
老
朽

管
更
新
事
業
に
お
け
る
交
付

金
の
交
付
要
件
緩
和
を
は
じ

め
、
耐
用
年
数
の
短
い
浄
水

場
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
や
浄

水
処
理
装
置
の
再
構
築
事
業

な
ど
に
対
す
る
新
た
な
交
付

金
制
度
の
確
立
な
ど
、
財
政

支
援
制
度
の
一
層
の
拡
充
を

国
に
対
し
て
要
望
す
る
も

の
。
水
道
施
設
の
更
新
・
再

構
築
に
は
巨
額
な
事
業
費
を

要
し
、
直
接
料
金
収
入
の
増

加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
た

め
、
そ
の
資
金
を
水
道
事
業

者
が
独
自
で
負
担
す
る
こ
と

は
、
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
料
金
収
入
が
減
少
す
る
な

か
で
は
非
常
に
困
難
と
な
っ

て
お
り
、
国
か
ら
の
積
極
的

な
支
援
が
欠
か
せ
な
い
と
し

て
い
る
。

官
民
連
携
で
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
協
定
締
結

高

知

県

食
品
・
衛
生
課

施
設
再
構
築
へ
の
財
政
支
援
拡
充
を

会
員
提
出
問
題
１
題
な
ど
承
認

企
業
団
協
北
海
道

地
区
協
議
会
総
会

漏
水
の
早
期
発
見
で
災
害
対
応
強
化

将
来
的
な
検
針
員
不
足
に
備
え
る

３年連続でモンド最高金賞
福島市水道局

水道水の安全性とおいしさＰＲ

記者会見で喜びの言葉を語る木幡市長

　

千
葉
県
の
野
田
市
水
道
部
の
新
た
な

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
す
い
っ

ぴ
ー
」「
み
ず
か
ち
ゃ
ん
」「
ロ
ボ
カ
ン
」

が
誕
生
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
と
名
前
は
職
員

の
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を

活
用
し
た
「
目
に
留
ま
る
広
報
」
を
戦
略

的
に
展
開
し
、
市
民
の
水
道
事
業
に
対
す

る
理
解
促
進
を
図
る
。

　

各
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
同
部
の
今
年
度
か

ら
令
和
16
年
度
ま
で
の
経
営
戦
略
に
定
め

ら
れ
た
基
本
目
標
「
安
全
・
持
続
・
強
靱
」

を
表
現
し
て
い
る
。「
す
い
っ
ぴ
ー
」は〝
安

全
〟
な
水
を
求
め
る
動
物
の
中
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ

る
み
、「
み
ず
か
ち
ゃ
ん
」
は
水
を
守
り

未
来
ま
で〝
持
続
〟さ
せ
る
水
の
妖
精
、「
ロ

ボ
カ
ン
」
は
耐
震
管
で
あ
る
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
を
モ
デ
ル
と
し
た
〝
強
靱
〟

な
ロ
ボ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
防
災
フ
ェ
ア

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
マ
ス
コ
ッ
ト
の

着
ぐ
る
み
を
登
場
さ
せ
る
ほ
か
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
美
味
し
い
水
道
水

の
飲
み
方
や
同
部
の
経
営
状
況
な
ど
の
水

道
に
関
わ
る
幅
広
い
情
報
を
発
信
す
る
際

に
マ
ス
コ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
す

る
。
さ
ら
に
、
ラ
ベ
ル
に
マ
ス
コ
ッ
ト
の

イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
１
万
５
０
０
０
本
作
製
し
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
無
料
配
布
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
部
業
務
課
の
酒
井
礼
将
・
庶
務
係
長

は
「
マ
ス
コ
ッ
ト
の
活
用
は
、
視
覚
的
な

効
果
が
高
く
、〝
目
に
留
ま
る
広
報
〟
の

実
践
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
う
。
市
民

の
間
で
水
道
に
対
す
る
興
味
を
呼
び
起
こ

し
、
水
需
要
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。
積
極
的
に
水
道

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
た
ら
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

（左から）すいっぴー、みずか
ちゃん、ロボカン

目
に
留
ま
る
広
報
で
水
道
を
Ｐ
Ｒ

３
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
誕
生

野
田
市

水
道
部

電力メーター通信網活用で遠隔検針電力メーター通信網活用で遠隔検針
輪島市上下水道局

来
年
４
月
採
用
の
土

木
職
員
受
験
申
込
み

静
岡
県
大
井
川
㈽

　

地
方
自
治
体
が
避
難
所

を
運
営
す
る
際
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

策
を
適
切
に
講
じ
ら
れ
る

よ
う
、
４
月
７
日
に
厚
生

労
働
省
が
対
応
方
針
を
ま

と
め
た
通
知
文
を
、
内
閣

府
、
消
防
庁
と
連
名
で
発

出
。
具
体
的
に
は
、
▽
可

能
な
限
り
多
く
の
避
難
所

の
開
設
▽
親
戚
や
友
人
の

家
な
ど
へ
の
避
難
の
検
討

▽
自
宅
療
養
者
な
ど
の
避

難
の
検
討
▽
避
難
者
の
健

康
状
態
の
確
認
▽
手
洗
い

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

基
本
的
な
対
策
の
徹
底
▽

避
難
所
の
衛
生
環
境
確
保

▽
十
分
な
換
気
と
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
▽
発
熱
や
咳
な

ど
の
有
症
者
の
た
め
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
確
保
▽
避
難

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
発
症
し
た
場

合
の
事
前
対
策
の
検
討
―

な
ど
を
求
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
に
所
属

す
る
厚
労
省
健
康
局
の
加

藤
拓
馬
・
結
核
感
染
症
課

課
長
補
佐
は
「
自
治
体
関

係
者
に
は
、
様
々
な
避
難

所
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
た
ら
。
避
難
所

で
の
感
染
症
対
策
は
、
手

洗
い
の
徹
底
が
基
本
と

な
っ
て
お
り
、
消
毒
液
よ

り
も
流
水
洗
浄
の
方
が
殺

菌
効
果
は
高
い
。
加
え

て
、
流
水
に
よ
り
汚
物
を

適
切
に
処
理
で
き
る
衛
生

的
な
ト
イ
レ
環
境
の
確
保

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
留
ま
ら
ず
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
集
団
発
生
の
防

止
に
も
必
須
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
、
安
定
給
水
や
下
水
道

の
機
能
確
保
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
」
と
説
明
す
る
と
と
も

に
、
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
日
ご
ろ
か
ら
貢
献
し
て

い
る
上
下
水
道
関
係
者
に

謝
意
を
示
す
。

　

千
葉
県
内
の
南
房
総
市

と
鴨
川
市
は
４
月
13
日
、

大
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
に

備
え
て
避
難
所
を
開
設
。

自
主
避
難
や
マ
ス
ク
の
持

参
な
ど
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
健
康
調
査
や
受
付
で

の
消
毒
を
準
備
し
た
。
南

房
総
市
で
は
、
国
か
ら
の

通
知
と
今
回
の
経
験
を
踏

ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た

避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
。
同
市
市
民
生

活
部
消
防
防
災
課
の
担
当

者
は
「
応
急
給
水
体
制
の

確
保
な
ど
の
細
部
に
至
る

検
討
は
未
着
手
な
の
で
、

検
討
を
重
ね
て
い
く
中
で

必
要
と
な
る
事
項
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
て
い

け
れ
ば
」
と
今
後
の
方
針

を
語
る
。

　

鴨
川
市
総
務
部
危
機
管

理
課
の
担
当
者
は
「
昨
年

の
台
風
15
号
・
19
号
の
際

の
応
急
給
水
活
動
の
経
験

か
ら
、
避
難
所
へ
の
給
水

車
の
迅
速
な
派
遣
、
指
定

拠
点
で
の
自
主
避
難
者
へ

の
速
や
か
な
給
水
体
制
な

ど
を
確
立
し
て
い
る
」
と

備
え
を
話
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
標
茶
町

で
は
３
月
11
日
に
、
大
雨

と
雪
解
け
水
に
よ
り
釧
路

川
が
増
水
し
た
こ
と
を
受

け
、
住
民
の
一
部
が
町
内

の
体
育
館
に
避
難
し
た
。

社
会
的
距
離
を
保
つ
目
的

で
１
人
あ
た
り
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
を
持
た
せ

た
結
果
、
従
来
の
方
法
で

５
０
０
人
程
度
ま
で
収
容

可
能
な
体
育
館
が
２
０
０

人
程
度
で
満
員
と
な
り
、

避
難
所
の
増
設
を
検
討
す

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。

　

同
町
の
伊
良
子
一
貴
・

総
務
課
交
通
防
災
係
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
に
は
、
受
付
時

の
体
調
確
認
の
徹
底
や
避

難
所
の
増
設
な
ど
が
必
要

で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
大
き

な
課
題
だ
と
感
じ
た
。
避

難
所
の
運
営
に
人
を
割
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況

の
中
、
総
面
積
約
10
万
平

方
㌔
に
及
ぶ
町
内
全
域
に

点
在
す
る
自
主
避
難
者
を

カ
バ
ー
し
た
給
水
体
制
を

至
急
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
危
機
感
を
示
す
。

　

日
本
学
術
会
議
を
核
に

土
木
学
会
を
含
む
防
災
関

連
の
58
学
会
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
防
災
学
術
連
携
体

は
５
月
１
日
、
複
合
災
害

に
備
え
る
よ
う
緊
急
声
明

を
出
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
続
く

中
、
従
来
と
は
避
難
方
法

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。
国
や
自
治
体
に
対

し
て
は
、
避
難
所
の
増
設

や
感
染
者
の
隔
離
と
い
っ

た
対
策
を
連
携
し
て
進
め

る
よ
う
要
請
し
た
。
市
民

に
対
し
て
は
、
公
的
避
難

所
の
ほ
か
に
親
戚
や
知
人

宅
な
ど
へ
の
自
主
避
難
も

視
野
に
入
れ
、
水
や
食
料

な
ど
を
備
蓄
す
る
必
要
が

あ
る
と
呼
び
か
け
た
。

　

防
災
学
術
連
携
体
の
米

田
雅
子
・
代
表
幹
事
は「
３

密
の
環
境
下
と
な
る
避
難

所
で
の
感
染
症
拡
大
、

最
終
的
に
は
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
を
防
ぐ
に
は
、

災
害
時
に
お
け
る
上
下
水

道
の
機
能
確
保
が
鍵
と
な

る
の
で
は
。
老
朽
化
施
設

の
更
新
を
軸
と
し
た
耐
震

化
の
推
進
、
早
期
復
旧
体

制
の
準
備
な
ど
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
が
肝
要
だ
ろ

う
」
と
上
下
水
道
関
係
者

に
強
く
訴
え
た
。

上
下
水
道
の
機
能
確
保
が
鍵

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
肝
要

感
染
症 

＋ 

自
然
災
害

複
合
災
害
へ
の
対
応
は

　

本
格
的
な
雨
の
季
節
を
控
え
、
自
然
災
害
と
感
染
症
と
の
複
合
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
国
や
学
術
連
携
団
体
は
、
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
方
針
や

声
明
を
発
表
し
た
。
限
ら
れ
た
空
間
に
多
く
の
人
間
が
密
集
す
る
避
難
所
の
環
境
は
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
「
３
密
」
に
陥
り
や
す
く
、
感
染
リ
ス
ク
が
特
に
高
い
。
そ
の
た
め
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
が
不
可

欠
と
な
っ
て
お
り
、
衛
生
環
境
の
確
保
に
欠
か
せ
な
い
上
下
水
道
の
機
能
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

社会的距離を保ち運営さ
れた標茶町の避難所


